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職
住
共
存
の
ま
ち
・
姉
小
路
界
隈
を
歩
く
と
、
昔

か
ら
の
温
か
み
の
あ
る
暮
ら
し
や
営
み
の
中
に
、
地

域
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
住
み
始
め
た
方
々
の
お
姿
を
、

度
々
お
見
掛
け
し
ま
す
。
新
た
な
仲
間
も
迎
え
な
が

ら
、
こ
の
地
域
が
大
切
に
す
る
価
値
観
を
守
り
続
け

て
こ
ら
れ
た
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
の
皆
様

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

皆
様
は
、
本
市
の
「
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
制

度
」
を
活
用
さ
れ
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
に
主
体
的

に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
を
二
〇
一
五
年
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
意
見
交
換
を
続
け
ら
れ
、
そ
の

回
数
は
間
も
な
く
百
回
に
達
す
る
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
場
で
は
、
新
し
く
地
域
に
迎
え
る
方
々

と
の
丁
寧
な
話
し
合
い
、
ま
ち
の
良
さ
を
伝
え
る
努

力
も
、
一つ
一つ
丁
寧
に
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
日
々
の
変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
足
跡(

報
告

書)

が
四
十
一
号
を
数
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

生
き
た
景
観
を
創
造
し
、
魅
力
を
高
め
る

さ
て
現
在
、
京
都
の
ま
ち
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
も
変
化
が
求
め
ら
れ
る
折
、
本
市

で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
進
め
て
い
る
「
新
景
観
政

策
」
を
一
層
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み(

新
景
観
政
策
の

更
な
る
進
化)

を
推
進
。
京
都
の
景
観
の
守
る
べ
き
骨

格
を
堅
持
し
な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
個
性
を
い
か
し
つ

つ
、「
観
る
」
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
や
文
化
・
経
済

の
営
み
も
含
め
て
形
成
さ
れ
た
「
生
き
た
景
観
」
を

創
造
し
、
そ
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
貴
会
の
御
活
動
を

模
範
に
、
地
域
の
皆
様
や
事
業
者
の
方
々
と
協
働
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
皆
様
と

一
方
、
そ
ん
な
姉
小
路
界
隈
の
ま
ち
づ
く
り
も
、

建
築
協
定
の
締
結(

二
〇
〇
二
年
七
月)

か
ら
二
十

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
締
結
当
初
の

二
千
年
代
初
頭
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
地
価
の
下
落

等
を
背
景
と
し
た
、
無
秩
序
な
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど

に
よ
る
「
し
の
び
よ
る
景
観
破
壊
」
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
時
代
。
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
迅

速
に
対
処
し
、
京
都
の
景
観
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、皆
様
の
建
築
協
定
は
、本
市
の「
新

景
観
政
策
」
に
先
立
っ
て
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限

度
を
盛
り
込
ん
だ
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
協

定
が
多
く
の
賛
同
を
得
て
長
ら
く
維
持
さ
れ
て
き
た
の

は
、
住
民
の
皆
様
の
高
い
自
治
意
識
と
、
貴
会
を
は

じ
め
と
す
る
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
御
努
力
の
成
果
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
建
築
協

定
の
更
新
や
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
の
継
続
等
、

官
民
連
携
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る
決

意
で
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
会
の
設
立
当
初
か
ら

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
市
古
和
弘
会
長
が
昨
年
十
月
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
京
都
の
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る

御
貢
献
を
賜
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

そ
し
て
、
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
松
元
美
抄
会

長
を
筆
頭
に
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
が
今
後

も
ま
す
ま
す
活
発
に
活
動
を
続
け
ら
れ
、
こ
の
地
域

の
発
展
に
一
層
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
建
築
協
定
の
更
新
や
地
域
景
観
づ
く
り

協
議
会
の
継
続
等
、
官
民
連
携
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

る
決
意
で
す
。

節
目
を
迎
え
、
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り

京
都
市
長  

門
川 

大
作

─ 

● 

─ 

● 

─
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2021 年 10月28日、84歳で永眠されました。
報道記事等を通して、市古和弘会長の業績をふりかえりたいと存じます。 市

古
会
長
を
偲
ん
で
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今日までのお骨折りに感謝し、
ご冥福をお祈りします。

( 役員一同 )

まちづくり      年27
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姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
意
見
交
換
会
終
了
物
件
一
覧
図         (

令
和
三
年
度)

2021 年 12 月 17 日
紙司柿本
譜屋町通姉小路下る

2021 年 5 月 27 日
プリンススマートイン京都三条
御幸町三条上る

2021 年 10 月 15 日
フェイシャル・ヘッドエスラ
姉小路通富小路東入る

2021 年 11 月 8 日
中西正拡婦人服ギャラリー
譜屋町通姉小路下る

2022 年 2 月 18 日
鳩居堂店舗 3 新築
姉小路通寺町西入る
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2021 年 9 月 2 日
株式会社 MENROKU
姉小路通東洞院東入る

2021 年 6 月 18 日
プレイグラウンド京都
姉小路高倉通姉小路下る

2022 年 1 月 21 日
パトナ門扉の修繕
姉小路通東洞院東入る

2021 年 4 月 16 日
店舗付共同住宅西川邸
姉小路通堺町西入る
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(

案)(

平
成
29
年
度)

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
決
算
報
告
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ふ
る
く
か
ら
の
「
町
式
目
」
に
み
ら
れ
る
自
主
的
な
ル
ー
ル

の
も
と
、以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
方
針
を
核
と
す
る
「『
暮
ら
し
』

を
最
重
視
し
つ
つ
『
な
り
わ
い
』
と
『
文
化
』
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
育
む
ま
ち
姉
小
路
界
隈
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
十
年
間
に
及
ぶ
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
、

二
十
年
間
に
及
ぶ
建
築
協
定
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
風
情
あ
る
町
並
み
の
形
成
と
、
夜
の
静
か
で
落
ち
着
い
た

住
環
境
の
維
持
を
基
本
に
、
よ
り
確
実
性
と
持
続
性
に
優
れ
る

「
地
区
計
画
」
に
も
発
展
反
映
を
図
り
、
持
続
性
を
高
め
る
こ

と
。二

つ
目
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
い
や
暮
ら
し
の
文
化
や

習
慣
な
ど
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
。
文
人
墨
客
の
看
板
を

掲
げ
る
、
格
調
あ
る
日
本
屈
指
の
老
舗
な
ど
が
集
ま
る
姉
小
路

ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
店
舗
を
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ま
ち
へ
の
気
遣
い
と
配
慮
を
共
有
し
た
、
安
全

に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
具
現
化
す
る
こ
と
。
地

域
内
に
行
き
先
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
通
過
交
通
の
流
入
や
、
公

道
へ
の
私
物
放
置
、
立
て
看
板
設
置
な
ど
を
抑
制
し
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
安
心
し
て
歩
け
る
、
人
に
優
し
い
み
ち
づ
く
り
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
関
係
各
位
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

（
文
責:

事
務
局
長  

谷
口 

親
平
）

平
成
七
年
三
月
に
突
然
に
開
始
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
を 

契
機
に
、
平
成
七
年
十
月
に
「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
を

発
足
し
ま
し
た
。

設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
を
対
象
に
、

「
地
域
共
生
の
土
地
利
用
検
討
会
」
に
取
り
組
み
、
お
そ
ら
く

全
国
で
初
ケ
ー
ス
と
言
え
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
「
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
三
条
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
町
式
目
（
平
成
版
）」

を
制
定
。
平
成
十
四
年
七
月
に
は
、
都
心
部
で
約
二
ha
に
も
お

よ
ぶ
建
築
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
本
年
二
十
年
目
に
な
る
再

締
結
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
十
五
年
一
月
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
心
界
隈
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
、
活
動
範
囲
及
び
取
組
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
拡
げ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
都
心
界
隈
づ
く
り
に
向
け
た
連
続
的
な

会
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、平
成
十
五
年
四
月
に
京
都
市
は「
職

住
共
存
地
区
で
の
新
し
い
建
築
ル
ー
ル
」
を
施
行
し
、
高
さ
等

の
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
景
観
法
の

成
立
を
受
け
、
平
成
十
九
年
九
月
か
ら
、
新
京
都
市
景
観
政

策
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
都
心
部
に
お
い
て
、
十
五
ｍ

の
高
さ
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、「
高
さ
規
制
は
景
観
維

持
の
根
本
原
理
」
で
あ
り
、会
の
活
動
の
基
本
目
標
で
あ
る
『
五

会
の
取
り
組
み
・
活
動
の
歴
史
・
受
賞
歴

会
の
取
り
組
み (

令
和
四
年
一
月
三
一
日
現
在)

階
以
下
の
中
低
層
の
街
な
み
方
針
』
が
法
的
に
も
担
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
平
成
十
六
年
度
に
は
京
都
府
下
で
初
め
て
の
「
街
な
み
環

境
整
備
事
業
」
に
よ
り
京
町
家
再
生
の
事
業
に
も
取
り
組
み
、

十
年
か
け
て
二
十
六
件
の
京
町
家
を
再
生
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
に
は
、
人
が
中
心
の
み
ち
づ
く
り
と
し
て
、

い
ず
れ
も
京
都
市
初
と
な
っ
た
「
路
側
帯
拡
幅
」
と
「
街
灯
の

電
球
色
」
へ
の
変
換
を
実
現
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
に
は
、

再
三
の
議
論
と
多
数
の
意
見
を
集
約
し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
、
風
俗
店
等
の
進
出
を
防
止
す
る
「
姉
小
路
界
隈
地

区
地
区
計
画
」
が
都
市
計
画
審
議
会
で
可
決
さ
れ
、同
時
に
「
京

都
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
採
択
さ
れ
、「
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
担
保
」
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

四
年
三
月
に
は
京
都
市
条
例
に
基
づ
く
「
姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
認
可
の
も
と
、
建
設
（
改
築
・
営
業
開
始
、

看
板
設
置
を
含
む
）
案
件
に
対
し
九
十
七
件
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
京
町
家
保
全
継
承
地

区
」
の
指
定
も
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
三
月
の
新
風
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
東
洋
初
の
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
建
設
を
き
っ
か
け
に
、

姉
小
路
通
で
の
電
線
地
中
化
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
関
係

者
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
姉
小
路
界
隈
で
は
優

れ
た
建
築
家
設
計
の
建
物
誕
生
が
続
き
、
新
旧
同
居
の
麗
ら
や

か
な
ま
ち
な
み
形
成
が
楽
し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
歩
み
・
ビ
ジ
ョ
ン
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姉小路界隈地区建築協定締結 (80 世帯 ( 法人 )87 区画。2017 年にも 2 件追加加入 )

街なみ環境整備事業開始、26 件の京町家再生事業を完成

警察許可のもと、「ゾーン 20km/h」の速度標識を姉菊屋町内 12 箇所に設置2017  年  3  月

1.「第 1 回景観・まちづくりコンクール」優秀賞 京都市・景観まちづくりセンター 1999 年
2.「関西まちづくり賞」 日本都市計画学会関西支部 2002 年
3.「まちづくり功労賞」 国土交通省 2004 年
4.「第 1 回地域住宅計画賞」 地域住宅計画推進協議会 2005 年
5.「日本まちづくり大賞」 日本都市計画家協会 2007 年
6.「歩くまち京都の実現へ大きく寄与」京都市 2011 年
7.「第 5 回地域再生大賞｣　地域再生大賞実行委員会（全国地方紙４４社と共同通信で構成）2015 年
8.「第 10 回国土交通大臣賞」　住宅生産振興財団　「住まいのまちなみコンクール」2015 年
9.  京都景観賞「第 1 回景観づくり活動部門」市長賞 2017 年 3 月

受賞歴

活動の歩み

地元住民、事業者、京都市景観まちづくりセンターの研究会で、「アーバネックス三条」基本計画策定。

( 日本都市計画学会 関西まちづくり賞 )

姉小路界わい地区地区計画の都市計画決定 ( 都市計画マスタープランに位置付け )

「京都を彩る建物や庭園」に姉小路界隈 31 件の選定を記念してマップを作製2017  年  3  月

文化庁協賛で「ようこそ姉小路界隈へ」を 6 箇国で web 案内・マップを簡易宿所配布2017  年  4  月

姉小路まちづくり通信百号完成（地域、もえぎ幼稚園、御池中学 1700 部配布掲示）2018  年  8  月
姉小路界わい京町家保全継承地区の指定（京都市域で 11 番目・改修助成制度）2019  年  7  月

地域景観づくり協議会事務局を 2015 年 3 月 31 日に開設。以来、現在まで 97 件の意見交換会開催。2022  年  1  月

「歩いて暮らせるまちづくり」協賛開始、京都造形大「まちづくり模型」展示

新風館リニューアルとエースホテル建設により、姉小路通電線地中化が一部スタート。2020  年  2  月

姉小路通 ( 御幸町〜柳馬場間 ) 路側帯拡幅工事と、街灯の電球色への交換 ( 京都市で初事例 )2011  年  2  月

姉小路界隈地区建築協定再締結にむけて合意形成の活動展開中2022  年  1  月
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年
の
活
動
ア
ル
バ
ム

2021

2021 年 3 月 19 日 姉小路のシンボルであるガス灯 ( 内原智史氏作 ) 点検 2021 年 3 月 18 日 新風館付近 3D カメラ撮影風景

2021 年 3 月 19 日 第 100 回月例会議記念「谷直樹先生のお話」2021 年 6 月 18 日  第 103 回月例会議 (NPO 都心界隈まちネット総会報告 )

2021 年 6 月 18 日 第 91 回意見交換会「スポーツジム」池内翔社長2022 年 8 月 20 日  お楽しみ賞品公開抽選会の最終場面

2021 年 8 月 21 日  「エースホテル ( 地域連携を歓迎 ) 前」行灯点灯2021 年 10 月 15 日  第 93 回意見交換会 ( 代表取締役 廣瀬琢也氏 )



姉小路界隈を考える会第41号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

27

2021 年 10 月 31 日  杉崎和久先生と京都芸術大学 ZOOM 講義 2021 年 10 月 24 日  京都御池中学生の絵柄張替に立命館大本間先生

2021 年 11 月 6 日 「26 年間のまちなみ展」来訪者に展示物の説明 2021 年 11 月 5 日  京都市景観まちづくりセンターに常設展示の大軸

2021 年 11 月 6 日 デザイナー中西正拡氏を交えて第 94 回意見交換会 2021 年 11 月 6 日  エースホテル前行灯 ( 京都御池中学校協力 )

2021 年 11 月 7 日 都市計画学会賞「アーバネックス三条」周辺模型 2021 年 11 月 6 日 御手洗教授発案「公共空間活用」のアンケート調査
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2021 年 11 月 7 日  ボッチャ用具 (NEC 東京オリパラ推進本部提供 ) 2021 年 11 月 7 日 姉菊町内在住植田万智子さんボッチャに奮闘

2021 年 11 月 7 日  和田克巳氏の認めの周りに皆で思いを墨書して完成 2021 年 11 月 7 日 もえぎ幼稚園児描画の原寸の 1/4 のミニ行灯を展示

2021 年 11 月 7 日 大阪ボッチャ協会野間ゆかり事務局長来訪 2021 年 11 月 7 日 立命館大学生たちによる姉小路通で奏でる弦楽

2021 年 11 月 7 日 2020 藤田輝二画伯筆 東京オリンピックの大軸 2021 年 11 月 7 日 共生スポーツボッチャに親子連れも続々
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2021 年 11 月 8 日京都ボッチャ協会平木新助会長達のご尽力に感謝 2021 年 11 月 8 日 小林重敬先生も東京から「京まちなかを歩く日」へご参加

2021 年 11 月 19 日  第 103 回月例会議（建築協定 20 年目の更新にむけて） 2021 年 11 月 8 日  完成したばかりの大軸（2022 年の虎は和田克巳氏書）

2021 年 12 月 2 日 京都市地域景観まちづくりネットワークの親しい仲間 2021 年 11 月 25 日  京都大学経営管理大学院要藤ゼミで講義

2022 年 1 月 21 日  第 96 回意見交換会（コロナ禍 Zoom 形式も試行開始） 2022 年 1 月 6 日  京都市地域景観まちづくりネットワーク定例会
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地
区
建
築
協
定
更
新
に
つ
い
て

▼締結当時の新聞記事 ( 平成 14 年 3 月 27 日京都新聞 )

現代版町式目
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姉小路界隈地区建築協定更新のご協力のお願い

覀 

京都市中京区姉小路隈地区建築協定区域図

令和 4 年 2 月 17 日

平成 14 年 7 月 2 日に土地所有者 83 人からなる建築協定を締結し満 20 年を迎え、この度
更新時期となりました。

商業地域での締結事例としては日本一の規模（同意者数、面積共に）を誇り、この 20 年間、
一度のトラブルもなく姉小路界隈の環境を守る役割を果たしてきました。

特に夜間の静かな住環境を守るよりどころになっています。
つきましては、今までに引き続き、建築協定締結にご協力賜りますようお願い申し上げます。

村 勝覀 姉小路界隈建築協定運営委員長

京都市ウェブサイトより (2022 年 2 月 17 日現在 )

出典ページ閲覧 QR コード
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25 年間の成果を示しています。
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この度、姉小路界隈を考える会・事務局長の谷口氏の推挙をいただき、市古和弘氏
の後を引継ぎ会長という大役を拝命いたしました。

姉小路界隈を考える会との関係は、2017 年の春に同志社大学大学院で社会人大学院
生として学び始めたのをきっかけに考える会とのご縁が始まり、姉小路界隈でのまち
づくりをテーマに修士論文を書いて、そのご縁が深まりました。

新会長からのご挨拶

私自身は、姉小路の縁で暮らしています。界隈を含む同じ柳池区民であることや、三条大橋近くにあった、
現在は開発されて面影もない母の実家で過ごした時間や出来事を思い起こさせてくださる姉小路界隈の持つ
たたずまいに、個人的にとても惹かれています。

いまは、蹴上にあるホテルの中の数寄屋風別館でお客様をお迎えする仕事に従事しておりますが、「どこか
京都らしい場所」をお探しのお客様にはいつも、自信を持って姉小路界隈とその魅力ををご案内しています。

この大好きな姉小路で、今後の考える会の活動や発展に貢献できますよう、微力ではありますが、努めて
まいります。皆さま方のご協力・ご鞭撻を、何とぞお願い申し上げます。

松元 美抄
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